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【地球環境と防災】　NPO防災情報機構会長・伊藤和明氏

　2004年の新潟豪雨では家の中での死者が3人出た。その直後に福井豪雨があった。

　短時間にピンポイントでの集中豪雨が多発している。

　2005年9月4日、杉並区大井草では一時間に112ミリ、４時間に241ミリの雨が降り、約3000戸が浸水した。

　時間雨量が多いというのは土砂災害を起こす決め手となる。バケツをひっくり返したような雨が30ミリ、滝のような雨が50ミリなのに、100ミリ超えが頻発している。

　今年も、5月25日に和歌山で110ミリ、6月29日に安芸で120ミリ、7月4日に富士市で122ミリ。

　日本だけではなく世界で極端な気象現象が多い。気温、降水で気象の偏差が大きくなっている。21世紀は災害の世紀になるのではないかと言われている。

　その背景には地球温暖化がある。

　地球規模の環境問題について

　　TIMEという雑誌の新年の最初の号の表紙は、man　of　the　yearだが、1989年は、ロープでぐるぐる巻きに縛られた地球儀の写真だった。この時から環境問題が注目されているように思う。

　　環境問題とは９項目あるとされている。

1 成層圏オゾンの破壊。　←95年にフロンの生産、使用が禁止されたが、当分は残る。

2 酸性雨。　←pH5.6以上。今後中国から来る。

3 地球温暖化。

4 海洋汚染。

5 熱帯林の減少。

6 砂漠化の進行。

7 生物の種の減少。

8 有害廃棄物の越境移動。　←先進国の廃棄物を途上国へ。

9 発展途上国における公害。

　　その中でも、地球温暖化の問題が大きい。

途上国で人口爆発が起きており、女性に対する識字教育が重要。

大気中のCO2濃度は、18世紀後半の産業革命時には280ppm。1960年代は315ppm。今は370ppmと言われている。

気象庁はとても慎重な役所だが、2005年の異常気象レポートでは、異常気象の原因として「地球温暖化」に初めて言及した。

気温の平年差を見ると、1900年から2000年に日本では1度、世界では0.74度上昇した。

昨年2月のICPPの予測では、21世紀末までに、1980~90年と比べ、地球の平均気温は1.1~6.4度上がる。現在の取り組みが最大限効果を上げれば1度、何もしなかったら6.4度、平均で4度。海水面は最大で59cm上がる。これは氷河が溶けることを意味している。

縄文前期（6500年前）から現在まで、気温は2度変化している。人為による気候変動はその130倍の速度になる。こんな急激な変化を地球は経験していない。

そのためにさまざまな現象が起きる。

　　異常気象の多発　　　　　　　　　→　防災上の問題となる。

　　台風、ハリケーンの強大化　　　　→　　　　　〃

　　気候風土の変化　　　　　　　　　→　　　　　〃

　　生態系の破壊

　　津波・高潮の危険度増加

　21世紀が災害の世紀となるだろうというのは、温暖化によってもたらされる。

　　　　↓

　温暖化が進むものとして、防災対策を考えなければいけない。

　地球が誕生して46億年。これを1年に置き換えると、12月半ばが中生代、人類の誕生は12月31日午後5時ごろ。１秒が１年を壊していることになる。

　Think globally，act locally.

 地球を守ることは人類を守ることである。

【安心・安全な環境づくりと防災】　防災情報新聞編集長・橋本茂氏

　

　環境のテーマでは、自然環境から見ると、まさに地震列島、災害列島である。

　　　2004年10月23日　新潟県中越地震（M6.8）

　　　2005年3月20日　福岡県西方沖地震（M7.0）

　　　2007年3月25日　能登半島地震(M6.9)

　　　2007年7月16日　新潟県中越沖地震(M6.8)

　　　2008年6月14日　岩手･宮城内陸地震（M7.2）

　いずれも、地震が近いと予想されている場所以外で起きている。日本に安全なところはない。

　被害が拡大しない「社会環境」を整えることが大事。

　　　　被害を未然に防止する　　　　「防災」

　　　　被害拡大や二次災害を防止する「減災」

　が、重要視されている。

　「危機を危機として認識できない、これを危機と言う」。

　危機の種類

1． 自然災害　　　　－地震、火山噴火、水害等。

2． 大事故　　　　　－火災、航空機、船舶、鉄道他。

3． 都市施設の故障　－ガス爆発、ライフライン途絶。

4． 食品衛生　　　　－食中毒、O157他。

5． 犯罪　　　　　　－凶悪事件、頻発事件。

6． テロ　　　　　　－暗殺、地下鉄サリン、WTC。

7． 戦争

8． 不祥事　　　　　－収賄、公金横領、情報漏洩。

　危機管理の４段階

　　１．研究　　－予測、予知。

　　２．予防　　－事前対策、訓練。

　　３．対処　　－被害局限、二次災害防止。

　　４．修復　　－復旧・復興、情報公開。

　福井県地域防災計画（H19・5に大幅改訂）

　　本編では、福井豪雨を踏まえて、土砂災害対策の強化、洪水対策の強化、事業所における防災活動の推進を盛り込んだ。

　　雪害対策編では、要援護者に対する除雪支援など要援護者対策の確立、冬季道路情報連絡室の設置、倒木対策の推進を盛り込んだ。

　防災都市作りが重要。

　　都市計画、再開発、河川改修などで、不燃化、防災拠点の整備などができる。

　なかでも地域防災力の向上が不可欠。

· 自主防災組織、消防団、自衛消防隊などの強化

· 要援護者支援計画

· 防災・防犯・福祉のまちづくりなど。

　　地域防災力の向上について。

　　　　災害発生時の初期消火が重要。阪神･淡路大震災の時、当時の神戸市では１度に10件、西宮市では3件の火災に対応できるとされたが、1月17日の午前6時、神戸市では60件、西宮市で1件の火災が起きた。兵庫県内の火災は17日は109件、18日は14件、19日は15件あった。

消防水利がたいへんであり、長田区で消火活動が開始されたのは発生から12時間後。海からホースをつなぐのに、応援に来た各消防のホースの口径の規格が違うなどの問題もあった。また、職員も被災者であった。火は小さいうちに市民が消さなければならない。

生存者の救出も重要。黄金の72時間と言われるが、神戸市では倒壊家屋に16万4000人が閉じこめられ、うち12万9000人が自力で脱出、3万5000人が救助された。その内訳は、2万7000人が近隣住民によって助けられ、8000人が警察、消防、自衛隊によるものだった。17日の生存救出者は486人（死亡118人）、18日は129人（死亡323人）、19日は89人（死亡319人）で、24時間以内に近隣の人々の手で助け出さなければいけない。

建物の耐震も大事。中越沖地震の時には、無事な建物と倒壊した建物が混在しており、耐震補強の有無がはっきり差になった。水や乾パンを用意するよりも、耐震性を確保することがもっと大事。地震では、まず死なないこと。

防災拠点となる公共施設の耐震化や、ブロック塀を生け垣に替えることも大切。

　　各地で進む防災のまちづくり。

　　　　　銀座では「お客様を守る。それが銀座の心意気」として、大規模訓練を実施。

　　　　　和歌山県串本町大水崎地区では、南海地震に備えて津波の避難路を住民たちで作った。避難に15分かかっていたのが、5分でできるようになった。

　　　　　加古川市の防災会は、７棟の高層団地で、町内チャンピオンマップを作り、電気工事や英会話、元看護師など住民の“得意技”を共有した。

　　　　　名古屋市では高校生防災お助け隊。

　　防災士について。

　　　　　阪神･淡路大震災の教訓として、防災、応急対応の備えが必要。地域の防災力向上のため民間の防災リーダーを養成しようということになった。

　　安全、安心な環境づくりには、他者依存ではなく、自助・共助による「防災・防犯・福祉」の協働社会を作っていくことが必要。

　　要援護者を支援する仕組みは、みんなでみんなを支援する仕組みを作ること。

　　次の瞬間に大地震が襲ってくるかもしれない。阪神の悲劇を繰り返さないために、ひとつ学んで、ひとつ実践することが大切。一つ行動すれば、自分や家族が助かる可能性が確実に上がる。どんな小さなことからでも始めてほしい。

　　Ｑ・安全と安心の違いは？

　　Ａ・人によって違うだろうが、私の考えを。安全は、生命と暮らしが健全に保たれること。安心は、安全の基盤が確保されること。

　　　　絶対の安全はない。例えばテロは100%防ぐことはできない。でも教訓、知見をベースに、予測して備えることはできる。それが安全の基盤につながる。

　　　　最大限努力してだめだったら受け止められる。しなかったら悔やまれる。行動することが安心につながる。

　　Ｑ・耐震性について。全部改修か、ふだんいる居室の改修でもいいのか。

　　Ａ・個人の価値観の問題であるが、平均で、家全体の補強は120-150万円。寝室だけの補強は50-70万円、耐震ベッドは30万円、柱に金具を付けるのは数1000円。

　　Ｑ・防災、防犯、福祉、なかなか一緒にできないのが悩み。要援護者リストもペーパーのデータにすることに引っかかる人が多い。

　　Ａ・隣近所が顔見知りになって仲良く暮らしていれば、全部につながる。福祉ができているところは防災もできている。祭りやBBQなどのイベントも大事。地区体育大会やイベントなどで、5分ずつ、防災、防犯、福祉の話ができれば良い。

　　　　仙台でサバイバルご飯レシピコンテスト「サバめし」コンテストをやっている。

　　　　防災について言い続けることが大事。

